
「情報モラル 自己点検シート」

○目的
・情報モラルについてのあなたの考え方や感じ方、取り組み方がどんな状態にあるのかを、自

分自身で振り返ります。

○実施方法
・担当者の合図に従って、自己点検シートの回答を始める。

・回答欄には、「はい・いいえ」を「○・×」で答える。今（最近）の自分の考え方や感じ方、

取り組み方に近い方を選んで答える。

・どちらの答えが正しいのか考えるのではなく、あくまでも今（最近）の自分の考え方や感じ

方、取り組み方に近い方を選ぶ。

・回答後は、「点検内容の解説」を読みます。今（最近）の自分が、あまり意識していなかった

り、間違って覚えていたことはどのような点なのか、それらをどのように補っていけばよい

のか等を確認する。

・校内研修の中で一斉に実施し、引き続きグループで話合いをする素材として用いることを想

定して作られています。自分の回答も踏まえ、疑問や意見等を率直に出し合う機会にしまし

ょう。



情報モラル自己点検シート

―はい（○）、いいえ（×）で回答―

↓

【情報を見極め活用する】（インターネット）

１ ・ホームページに書かれている情報の真偽を確かめる方法を知っていますか。

２ ・クラスの子どもが「掲示板に悪口が書き込まれている」と相談に来た時、どう対処

したらよいかがわかりますか。

【個人情報を保護する】（個人情報）

３ ・プロフとは何かを知っており、またそれを見たことがありますか。

４ ・教室や廊下に修学旅行の写真を掲示する時は、子どもの許可がなくてもできると思

いますか。

【相手を思いやり、伝えあう】（携帯電話）

５ ・メールを受け取ったら、すぐに返信しなければ相手に対し失礼だと感じますか。

６ ・交通量の少ない場所では、自転車に乗りながら携帯電話を使用してもいいと思いま

すか。

【知的財産権を行使する】（著作権）

７ ・レンタルＣＤやＤＶＤを校内放送や授業等で使ってもよいと思いますか。

８ ・遊園地やテーマパークで一緒に撮った様々なキャラクターの写真を、自分のブログ

上で公開してもよいと思いますか。

【犯罪から身を守る】（電子メール）

９ ・自分に対する誹謗中傷のメールが届いたとき、どう対処すればよいかがわかります

か。

１０ ・自分に必要のない広告メールが配信されてきたとき、「配信停止はここへ」と表示

されているアドレスにメールを送ればいいと思いますか。



「情報モラル 自己点検シート 解説」

１ → ①複数のサイトと比較する ②公式サイトと呼ばれる確かな情報源を参考にする

③書籍等と比較するなどがあります。

＜解説＞

インターネット上では誰もが情報を発信できるため、正しくない情報をわざと出して

いる場合もあります。情報が信頼できるものかどうかを確認する習慣をつけることが大

切です。100 ％にはならなくても情報の信頼性を高めていくには、いくつかの情報を組

み合わせて、総合的に判断していくことが大切です。上記の①～③の他に、情報の作成

日時を確認する、常識に照らしておかしくないかを考える。また判断に迷う場合には、

他の先生や詳しい人に相談しましょう。

２ → すぐに掲示板の管理者に削除を依頼します。

＜解説＞

まずは掲示板を作った管理者に削除依頼のメール（具体的な内容と書き込みのあるア

ドレスとトップページのアドレス）を出します。掲示板に記載されている注意事項を確

認し、画面の保存や印刷をします。なかなか削除されない場合は、プロバイダに連絡を

とり削除を依頼します。しかし実際には内容検討に日数がかかり、すぐには削除できな

いのが現状です。悪質な書き込みや名誉毀損にあたる書き込みの場合、謝罪や損害賠償

のためにプロバイダや掲示板の管理者に対して、発信者情報の開示を依頼することがで

きます。

３ →「プロフ」とはプロフィールの略語で、簡単に自己紹介できるホームページのことです。

＜解説＞

決まった質問に答えていくだけで簡単に自己紹介のホームページを無料で作ることが

できます。写真や名前、メールアドレス、学校名、趣味、日記、リンク先などが書き込

まれていて、だれもが見られるネット上に個人情報が軽いノリで掲載されています。写

真も動画も掲載できるので、一番簡単なホームページといった感覚です。中高生にとっ

ては、同年代の者どうしでのコミュニケーションツールとして頻繁に使われています。

しかし、トラブルの原因になったり、大きな事件も発生するなど､現状を把握し適切な

対応が求められています。

４ → 校内で児童生徒対象に掲示するのなら問題ありませんが、留意すべきことがあります。

＜解説＞

教室や廊下は誰でも見ることができる場所というわけでなく、あくまでも限られた空

間です。閲覧するのも学校関係者になります。この場合、同意を求める必要はありませ

んが、校内に掲示する場合でも閲覧期日を決めて､期日が過ぎたらはずしましょう。しか

し、学校便りに載せることに関しては本人や保護者の同意を得てから行いましょう。写

真については肖像権も関係します。詳しくは文部科学省が出した『事業者が講ずべき措

置に関する指針』を参照してください。



５ → メールのよさはお互いの都合に合わせられることであり、失礼ではありません。

＜解説＞

携帯電話は持ち運びが可能なことから、メールをもらったらすぐに対応しなければな

らないと勘違いしがちです。子どもたちの間では、「メールは○分以内に返信する」と

いう暗黙のルールも耳にすることがあります。しかしこれは一般的なことではありませ

ん。子どもたちのメールのやりとりは、おしゃべりやちょっとした連絡などが主な内容

です。メールでのやりとりをどうやって終わらせようか悩んでいる子どももいます。ス

トレスにならないような使い方を指導することは大切なことです。

６ → 平成21年７月１日より、自転車の安全ルールが増え、「傘をさしながら・携帯電話

を使用しながらの運転」は法律で禁止になりました。

＜解説＞

「３ヶ月以下の懲役、又は５万円以下の罰金」となっています。秋田県では、この他

に罰則規定がないものの、自転車での「ヘッドホン・イヤホンで音楽等の視聴」も禁止

されています。また今までは交通の頻繁な道路のみが禁止の対象となっていましたが、

交通量に関係なくすべての道路において禁止となりました。自転車だから、事故を起こ

したとしても大事にはならないという軽はずみな気持ちが、死傷者を出す重大な事故に

つながります。事故を起こすと、自転車利用者も刑事上の責任が問われ、相手にケガを

負わせた場合、民事上の損害賠償責任も発生します。

７ → レンタルＣＤやＤＶＤ等は､個人使用を条件として貸し出されたものですので、校内

放送で使用したりすることはできません。

＜解説＞

レンタル会社は､関係の著作権者に著作権料を支払い契約を交わしていますが、個人

会員はレンタル会社と契約しているので学校で利用することは明らかに違法となりま

す。校内放送では販売されている音楽 CD を利用して流す（著作権上は「演奏する」）

ことができます。ただし、コピーしたテープや CD･MD などを放送するためには著作権

者の許諾が必要となります。個人的に音楽等を楽しむために著作物を複製することは認

められていますが､その範囲は「個人または家庭内その他これに準ずる限られた範囲内

において使用すること」が前提になっています。

８ → 写真と撮影者としての著作権を持っていたとしても、被写体の著作権は持って

いませんので、無条件でホームページに公開することはできません。

＜解説＞

写真の公開においての第１原則は、撮影者が自分自身であることです。著作権は撮影

者に発生します。個人で楽しむ場合は問題のないキャラクターとの個人の記念写真でも、

ホームページに公開となると条件があります。①営利目的でないこと②個人が主であり、

キャラクターが従であること③キャラクターのイメージを損なっていないことです。友

人や芸能人との写真を公開したくても､自分と一緒に写っている人どちらにも肖像権が

発生しますので許可無く公開することはできません。キャラクター、友人、芸能人いず

れも勝手に掲載すれば損害賠償請求を受ける可能性があります。



９ → まずメールを保存し、次に送信してきたアドレスを確認します。知り合いの場合は、

なりすましで送られてきていることがあるので、直接真意を確かめてみます。覚えのな

いアドレスの場合は、相手にせず、着信拒否の設定をして様子をみましょう。

＜解説＞

誹謗中傷は、掲示板やチャットで行われることが多く、悪質な場合は、実名を上げて

誹謗中傷するだけでなく、住所や電話番号などの個人情報が書き込まれていることがあ

ります。そして、それを見た知らない人たちからも、いきなり誹謗中傷のメールが送ら

れてくるのです。また、実名に写真が添付されていたり、根も葉もないことを書かれた

チェーンメールが不特定多数の人に回されていたりすることがあります。これらの場合

には、すぐに警察へ被害届を出す必要があります。

10 → 「配信停止はここへ」のところへメールを送ると、逆に迷惑メールが増える可能性が

あります。心当たりのない広告メールは無視して削除しましょう。

＜解説＞

自分で配信を希望したのであれば､相手にメールアドレスを教えているわけですから

メールが届くのは自然なことです。しかし、業者によってはランダムにつくったアドレ

スに送信したり､情報管理のしっかりしていない懸賞サイトからアドレスを不正に使用

したりしている場合もあります。そこに返信するとあなたのアドレスが有効であること

を知られてしまい、いっそう多くの迷惑メールが届く可能性が高くなるので無視して削

除してください。対策としては契約しているプロバイダ、セキュリティソフト、メール

ソフトにある迷惑メールブロックを利用することなどがあげられます。


